
を
掘
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
だ
。
極
寒
の
中
で
の
作
業
の
つ

ら
さ
。
寒
い
と
い
う
よ
り
体
が
痛
い
。

半
年
も
過
ぎ
た
こ
ろ
か
、
所
内
に
風
呂
場
、
洗
濯
場
、
滅
菌

所
な
ど
が
で
き
た
の
で
シ
ラ
ミ
や
南
京
虫
は
駆
除
で
き
た
。
こ

れ
ら
も
皆
、
我
々
が
作
り
上
げ
た
も
の
だ
。
だ
が
食
料
事
情
は

依
然
と
し
て
悪
く
、
ひ
も
じ
い
思
い
を
続
け
た
。
二
年
も
過
ぎ

る
こ
ろ
に
な
る
と
、
少
量
の
米
や
塩
漬
け
の
魚
類
、
乾
燥
ト
マ

ト
な
ど
が
支
給
さ
れ
、
幾
ら
か
改
善
さ
れ
た
。
し
か
し
十
分
と

は
言
え
な
か
っ
た
。
皆
痩
せ
こ
け
、
肋
骨
の
張
り
出
し
た
体
に

な
っ
て
い
た
。
収
容
所
も
転
々
と
移
動
さ
せ
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ

な
労
働
を
さ
せ
ら
れ
た
。
伐
採
、
道
路
工
事
、
建
築
な
ど
で
、

時
に
は
二
頭
馬
車
を
御
し
材
木
運
搬
も
や
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
ソ
連
側
に
へ
つ
ら
っ
た
一
部
の
先
鋭

分
子
に
よ
り
民
主
運
動
が
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
夕
食

後
早
く
寝
た
い
と
思
う
の
に
、
彼
ら
の
指
導
で
、
ソ
連
の
発
行

す
る
日
本
新
聞
等
を
利
用
し
て
政
治
教
育
を
強
制
さ
れ
た
。
彼

ら
は
、
我
々
に
対
す
る
ソ
連
側
の
洗
脳
教
育
の
一
端
を
担
っ
て

い
る
の
だ
。
反
対
す
れ
ば
い
わ
ゆ
る
吊
る
し
上
げ
を
く
う
。
ま

た
、
帰
国
を
遅
ら
さ
れ
て
は
大
変
だ
。
何
事
も
帰
る
ま
で
は
と

我
慢
を
重
ね
た
。
こ
の
よ
う
に
同
胞
同
士
の
醜
い
葛
藤
が
繰
り

返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
三
年
九
月
、
苦
し
か
っ
た
強
制
抑
留
生
活
か
ら
解

放
さ
れ
る
日
が
つ
い
に
き
た
。
帰
国
で
あ
る
。
貨
物
列
車
で
運

ば
れ
ナ
ホ
ト
カ
に
着
い
た
。
日
本
船
「
山
澄
丸
」
が
入
港
し
て

い
た
。
皆
、
喜
び
勇
ん
で
乗
船
し
た
。
三
年
余
の
悲
惨
な
苦
し

み
を
与
え
ら
れ
た
シ
ベ
リ
ア
の
大
地
を
後
に
、
船
は
祖
国
に
向

か
っ
て
走
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
九
月
二
十
四
日
、
船
は
舞
鶴
に
入
港
し
た
。

生
き
て
祖
国
の
土
を
踏
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
生
死
を

共
に
し
た
戦
友
た
ち
と
西
へ
東
へ
と
別
れ
を
惜
し
み
、
懐
か
し

い
我
が
家
に
向
か
っ
た
。
あ
の
苦
し
さ
、
そ
し
て
祖
国
へ
第
一

歩
を
記
し
た
あ
の
感
激
は
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
思
い
出
　 

島
根
県
　
佐
藤
英
男
　 

私
は
大
正
十
四
年
六
月
二
十
日
生
ま
れ
で
、
村
の
小
学
校
を



卒
業
後
、
昭
和
十
六
年
春
、
日
立
製
作
所
安
来
工
場
へ
養
成
工

と
し
て
入
社
し
ま
し
た
。
家
族
は
両
親
と
姉
一
人
、
妹
四
人
の

家
族
構
成
で
す
。

そ
の
こ
ろ
、
日
本
は
支
那
事
変
の
真
っ
最
中
で
あ
り
、
工
場

は
軍
需
工
場
で
、
飛
行
機
の
部
品
を
製
作
し
て
お
り
、
午
前
中

は
工
場
、
午
後
は
軍
事
訓
練
で
、
軍
国
時
代
の
象
徴
的
な
生
活

で
し
た
。
当
時
は
、
軍
隊
に
行
か
な
い
と
一
人
前
の
男
で
な
い

と
の
風
潮
が
強
く
、
現
役
志
願
を
し
た
人
も
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
昭
和
十
九
年
四
月
徴
兵
検
査
を
う
け
甲
種
合
格
と
な
り
、

十
月
に
は
意
気
揚
々
と
広
島
市
の
西
部
第
十
部
隊
へ
仮
入
隊
い

た
し
ま
し
た
。

仮
入
隊
し
て
九
日
目
、
満
州
行
き
と
な
り
、
同
年
十
月
に
、

満
州
国
琿
春
、
第
二
十
二
師
団
通
信
隊
へ
入
隊
し
ま
し
た
。
部

隊
は
古
年
兵
が
多
く
、
徹
底
的
に
き
た
え
ら
れ
、
大
変
き
び
し

い
軍
隊
生
活
の
始
ま
り
で
し
た
。
そ
の
後
、
輜
重
隊
へ
派
遣
さ

れ
、
一
期
の
教
育
は
五
カ
月
間
、
他
の
部
隊
は
三
カ
月
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
私
た
ち
は
長
く
つ
ら
か
っ
た
こ
と
を
記
憶
し

て
お
り
ま
す
。

昭
和
二
十
年
四
月
一
期
の
検
閲
が
終
丁
し
、

師
団
本
部
に
帰
っ

た
こ
ろ
は
、
古
年
兵
は
皆
南
方
へ
転
属
し
て
お
り
、
戦
局
は
悪

く
な
る
一
方
で
、
召
集
さ
れ
た
老
兵
と
初
年
兵
の
集
団
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
佳
木
斯
に
特
攻
隊
が
新
設
さ
れ
て
、
そ

の
要
員
に
選
抜
さ
れ
た
が
、
兵
器
は
な
く
、
毎
日
毎
日
、
匍
匐

前
進
ば
か
り
の
訓
練
に
は
閉
口
し
ま
し
た
。
そ
し
て
運
命
の
八

月
九
日
、
突
然
ソ
連
機
が
来
襲
し
て
焼
夷
弾
の
投
下
攻
撃
が
続

き
、
我
が
方
は
な
す
術
も
な
く
撤
退
、
南
下
の
途
中
、
綏
化
駅

で
終
戦
を
知
っ
た
。

終
戦
に
な
る
と
、
濱
江
省
ハ
ル
ビ
ン
小
学
校
に
集
結
し
、
ソ

連
軍
の
武
装
解
除
を
う
け
た
。
絶
対
に
日
本
は
勝
つ
と
信
じ
て

い
た
の
に
、
丸
腰
に
な
る
と
急
に
心
細
く
な
り
、
い
よ
い
よ
日

本
は
負
け
た
の
だ
と
実
感
が
湧
き
、
何
と
も
言
え
な
い
わ
び
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か
不
安
な
毎
日
で
し
た
。
一

時
、
非
常
倉
庫
内
で
生
活
し
て
い
た
が
、
ソ
連
兵
の
服
装
検
査

の
都
度
、
貴
重
品
な
ど
を
略
奪
さ
れ
、
敗
戦
国
民
の
悲
哀
を
痛

く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

千
名
単
位
の
作
業
大
隊
が
編
成
さ
れ
、

行
き
先
も
分
か
ら
ぬ
ま
ま
、
行
軍
す
る
こ
と
に
な
り
、
荷
物
は

重
く
て
、
満
人
の
大
車
（
ダ
ー
チ
ョ
）

、
を
無
理
や
り
に
譲
り
う



け
出
発
し
ま
し
た
。

約
一
カ
月
、
民
家
付
近
は
避
け
、
野
宿
し
な
が
ら
前
後
尾
を

ソ
連
兵
の
監
視
を
う
け
て
、

夢
遊
病
者
の
ご
と
く
歩
き
ま
し
た
。

大
隊
長
い
わ
く
「
日
本
は
戦
争
の
賠
償
を
兵
隊
の
労
働
で
行
な

う
こ
と
に
な
っ
た
」
と
。
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
と
、
一
層
不

安
に
な
る
。
着
い
た
と
こ
ろ
は
、
沿
海
州
ダ
ウ
リ
チ
ャ
ン
カ
収

容
所
、
大
き
な
炭
鉱
が
あ
り
、
我
々
は
茫
然
と
し
、
い
つ
帰
国

で
き
る
か
、
お
先
真
っ
暗
で
し
た
。

こ
こ
の
収
容
所
は
ド
イ
ツ
兵
が
い
た
よ
う
で
、
木
造
建
て
の

古
く
て
汚
く
、
人
間
の
住
む
状
態
で
は
な
か
っ
た
。

食
事
は
黒
パ
ン
、
ス
ー
プ
で
、
量
も
少
な
く
、
毎
日
「
お
母

さ
ん
」
と
呼
ん
で
死
ん
で
行
く
者
が
四
、
五
人
お
り
、
全
体

（
一
千
名
）
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
栄
養
失
調
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
ま
た
、
虱
が
大
発
生
し
て
困
っ
た
が
、
よ
う
や
く
三
カ
月

く
ら
い
し
て
か
ら
入
浴
、
衣
類
の
消
毒
で
退
治
す
る
こ
と
が
で

き
、
多
少
人
間
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
十
二
月
の
酷
寒

期
に
入
っ
て
か
ら
、
下
士
官
以
下
五
人
が
逃
亡
し
た
が
直
ち
に

発
見
さ
れ
、
全
員
射
殺
、
死
体
が
送
還
さ
れ
て
き
た
事
件
が
起

き
、
残
念
至
極
で
あ
り
ま
し
た
。

収
容
所
に
入
っ
て
か
ら
、
中
隊
か
ら
選
抜
さ
れ
炊
事
要
員
と

し
て
約
六
カ
月
勤
務
し
、
そ
の
後
は
帰
国
す
る
ま
で
地
下
五
百

メ
ー
ト
ル
の
炭
坑
労
働
に
約
一
年
余
り
従
事
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

期
間
中
、
落
盤
事
故
で
一
名
死
亡
し
た
以
外
は
大
き
い
事
故
も

な
く
、
換
気
の
状
態
も
良
好
で
し
た
。
ま
た
、
ノ
ル
マ
も
普
通

に
や
っ
て
一
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
な
り
、
給
与
も
質
量
と

も
次
第
に
良
く
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
収
容
所
は
民
主
教
育
も
あ
ま
り
き
び
し
い
こ
と
は

な
く
、
無
事
平
穏
で
過
ご
し
た
と
思
い
ま
す
。
昭
和
二
十
二
年

春
に
な
る
と
ダ
モ
イ
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
病
弱
者
を

主
体
と
し
て
ま
ず
三
百
名
帰
国
し
た
。
そ
の
次
に
私
に
も
待
ち

に
待
っ
た
帰
国
命
令
が
出
て
、
四
月
一
日
ナ
ホ
ト
カ
に
集
結
し

て
、
三
日
に
「
明
優
丸
」
に
乗
船
す
る
こ
と
が
で
き
、
夢
の
よ

う
で
、
今
な
お
、
そ
の
嬉
し
さ
は
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

船
上
は
い
た
っ
て
平
穏
で
、
久
し
ぶ
り
に
見
る
日
本
の
看
護
婦

さ
ん
の
笑
顔
、
日
の
丸
の
旗
、
白
米
の
日
本
食
、
日
本
海
を
眺

め
る
洋
上
の
風
景
な
ど
、

今
で
も
心
に
深
く
残
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
本
土
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
山
々
が
次
第
に
大
き

く
見
え
感
慨
無
量
、
人
生
最
高
の
気
分
で
し
た
。



四
月
七
日
、
舞
鶴
港
に
到
着
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
散
布
し
て
も
ら
い
、

旧
海
軍
の
兵
舎
に
二
日
間
、
い
ろ
い
ろ
の
手
続
で
滞
在
し
、
三

百
円
頂
戴
し
、
故
郷
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

我
が
家
は
前
年
火
災
で
全
焼
し
て
お
り
、
掘
っ
建
て
小
屋
で

生
活
し
て
い
た
が
、

家
族
一
同
の
努
力
と
知
人
の
協
力
に
よ
り
、

二
十
五
年
に
は
新
築
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
何
事
も
順
調
に

進
み
、
姉
妹
五
人
も
市
内
に
嫁
ぎ
、
私
も
結
婚
し
、
二
人
の
男

子
に
恵
ま
れ
、
家
内
と
共
に
健
康
で
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
で
の
抑
留
生
活
　 

北
海
道
　
菊
地
常
夫
　 

大
正
六
年
一
月
、
北
海
道
十
勝
郡
大
津
村
で
出
生
。
地
元
の

小
学
校
高
等
科
卒
業
後
、
家
業
の
農
畜
産
を
手
伝
い
、
祖
父
母
、

両
親
、
七
人
兄
弟
妹
の
長
男
で
、
家
計
を
支
え
、
入
隊
ま
で
青

年
学
校
に
進
ん
だ
。

昭
和
十
三
年
三
月
、
関
東
軍
独
立
守
備
第
二
十
三
大
隊
第
三

中
隊
（
満
州
三
江
省
勃
利
）
に
現
役
入
隊
、
乗
馬
兵
と
共
に
蹄

鉄
工
と
な
っ
た
。
同
十
五
年
一
月
、
獣
医
務
下
士
官
候
補
と
し

て
関
東
軍
軍
馬
防
疫
廠
で
集
合
教
育
。
同
年
六
月
、
牡
丹
江
省

拉
古
の
第
二
補
充
馬
廠
に
出
向
。
同
年
十
二
月
、
転
属
。
馬
管

理
の
た
め
翌
年
三
月
ま
で
遼
陽
駐
在
。
同
十
六
年
七
月
、
第
二

野
戦
補
充
馬
廠
本
部
付
。
同
年
八
月
、
獣
医
務
軍
曹
に
昇
進
。

同
二
十
年
八
月
現
在
、
軍
馬
一
千
七
百
頭
、
自
活
用
の
豚
百

頭
、
肉
牛
十
頭
、
鶏
二
百
羽
等
を
飼
養
し
、
日
本
人
の
ほ
か
、

韓
国
人
、
蒙
古
人
の
軍
属
が
管
理
に
当
た
っ
た
。

八
月
九
日
、
東
寧
方
向
か
ら
ソ
連
軍
侵
攻
の
報
で
、
所
属
部

隊
は
吉
林
省
敦
化
に
後
退
す
る
た
め
拉
古
か
ら
貨
車
で
移
動
、

乗
馬
と
輜
重
車
の
み
の
装
備
で
、
飼
養
中
の
大
半
の
軍
馬
、
自

活
用
家
畜
は
放
逐
し
た
。

横
道
河
子
付
近
で
ソ
連
軍
の
銃
撃
を
受
け
、
馬
一
頭
を
失
っ

た
が
、
身
の
危
険
を
感
じ
、
日
中
は
森
林
内
に
退
避
し
つ
つ
行

動
し
た
。
八
月
十
七
日
、
ソ
連
軍
の
侵
攻
は
終
息
し
た
ら
し
い

が
、
十
九
日
、
馬
蓮
河
で
武
装
解
除
の
上
、
強
制
収
容
さ
れ
た
。

収
容
所
で
は
携
行
し
た
食
糧
で
不
自
由
し
な
か
っ
た
が
、
移

動
中
の
悪
水
で
ア
メ
ー
バ
赤
痢
に
罹
り
連
続
下
痢
に
悩
ま
さ
れ
、

衰
弱
甚
だ
し
く
歩
行
不
能
と
な
り
、
輜
重
車
両
上
で
移
動
さ
せ




